
2025年度第三回幹事会議事録 20260125 

日時 2026/1/24 15-17 時	

場所 日本教育会館二階中華料理店	

参加者 平賀宰司 久保田昇子 小松清路 荒木仁 小林哲彦 衣袋めぐみ 森本和人 

戸田誠 飯田譲ニ 徳武和美 伊藤芳範 古田理恵 金森孝至 二木雅太郎 

岡田英久 百瀬健昭 福井順 松澤佳幸 小島修一 濱田和弘	

■発言整理 
【久保田会長】	
・今年は実行委員会を設けない異例の体制である	
・幹事会主導で総会懇親会を進める必要がある	
・幹事会メンバーの積極的関与を求める	
	
【二木（実務統括的役割）】	
・会場はサンシャインシティ「クルーズクルーズ」に決定	
・6 チーム体制（会報・企画・会計・広報・動員・当日）で推進	
・広告は幹事会主体で集める必要あり	
・複数チーム並行のため統制が最重要	
	
【百瀬幹事長】	
・48 回は横のつながりが弱く受け身になりがち	
・主体的に動ける環境づくりが必要	
・幹事会が補助しつつ最終的には 48 回主体に導く	
	
【戸田（広報・会報）】	
・会報は 12 ページ、カラー化	
・ラクスル活用でコスト削減	
・信書性問題への対応が必要	
・広告収入は極めて重要	
	
【森本ほか（運営実務系）】	
・ハガキ廃止は合理的だが高齢者対応が課題	
・電話・代理入力などの補完策が必要	
	
【事務局・浜田（データ系）】	
・名簿整備が遅延	



・年会費・終身会費データの統合が未完	
・メールアドレス不足が大きな課題	
	

■意思決定事項（確定）	

・総会は幹事会＋48 回の共同運営とする	
・会場はサンシャイン「クルーズクルーズ」	
・6 チーム体制で進行	
・会報は 12 ページ・カラー化・外部印刷活用	
・発送対象は会費納入者中心	

■未決事項（要検討） 
・会費未納者との価格差設定	
・寄付募集の具体設計	
・広告収入の目標設定と体制	
・名簿整備の責任者と期限管理	
・高齢者の申込手段（電話等）	
・Web 申込と会場システム連携	

■補足 
・財政は中長期的に厳しい状況	
・名簿整備が全施策の前提	
・デジタル化は不可避だが段階的対応が必要	
・48 回の育成が今後の運営に直結	


